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化している CaWO4は、標準の状態ではバンドギャップが 4.0eV であるため利用できる光エネルギ








ると CaWO4が Ca3WO6や W に変化し始め、1300℃に達すると CaWO4が全く無くなってしまうこ





Ca を 1 価のイオンに置換させるために炭酸塩を混合し焼成する試料は、CaO+WO3に Na2WO4と
M2CO3 (M=Li,Na,K,Rb,Cs)を 0.05mol までドープすることができた。しかし XRD、XPS では水素還
元試料のような目に見える変化は無かった。光触媒活性では Na2WO4を 0.05mol ドープした試料に
おいて青色発光ダイオードによる分解活性をわずかに示したが、炭酸塩をドープした試料は可視
光では応答しなかった。しかし後者もドープしなかった試料と比較すると紫外光照射下では標準
試料よりも分解活性が高いため、光触媒としての機能は高まったと考えられる。
